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基本施策 25 スポーツ活動の推進 
 
■めざすまちの姿 

体力や年齢に関わらず、誰でも趣味や目的に応じて気軽にスポーツに触れることができ、

生涯スポーツに親しむことで元気で生きがいにあふれたまちをめざします。また、「スポーツ

立市」を掲げ、市民一人ひとりがスポーツに触れることを通じて、心身の健康と幸福を実感

できるまちをめざします。 

■現状 

◇「元気な宍粟」の実現をめざし、ラジオ体操の普及やウォーキングコースの設定など、市

民が生涯にわたってスポーツに親しむことができる環境づくりに取り組んでいます。 

◇地域や関係機関と連携し、マラソン大会、ロードレース大会等のスポーツ大会を実施する

ことで、市内住民、市外住民の交流を図り、市の魅力の PR につなげています。 

◇少年期からのスポーツ意欲と競技力の向上を図るため、関係機関と連携し、トップアスリ

ートを招いた教室等を実施しています。 

◇スポーツ大会出場奨励金制度により、全国大会等に出場する選手や団体に対する支援を行

っています。 

◇カヌー競技場の整備やカヌー競技の大会誘致を行うとともに、音水湖カヌーまつりなどの

イベントを通じ、カヌーに親しみを持ってもらう機会を創出しています。 

■課題 

◇人口減少や高齢化などにより、指導者の育成が必要となっています。 

◇地域スポーツの担い手となるスポーツクラブ 21 について、団体の活性化や自立的な活動

の促進につながる取組が必要です。 

◇老朽化が進むスポーツ施設について、市内全体でのスポーツ施設のあり方を整理したうえ

での更新等が必要となっています。 
 
■個別施策の方向性と主な取組（★は総合戦略事業に関連する取組） 

① 生涯スポーツ活動の推進（★） 
≪施策の方向性≫ 

スポーツを通じて市内外の交流を図るとともに、いつまでもスポーツに親しみ元気な生

活が送れるよう、生涯スポーツ活動を推進します。 

≪主な取組≫ 

①-1 市民のスポーツ活動への参加を促進するとともに、関係機関等との連携により各

種スポーツ活動の場を提供します。 

①-2 ウォーキングリーダーやラジオ体操の指導員を育成し、気軽に取り組むことがで

きるスポーツの普及促進を図ります。 

①-3 誰もが安全で安心にスポーツ活動が行えるよう、スポーツ施設の適切な維持管理

を行うとともに、市内全体でのスポーツ施設のあり方を検討します。 
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② 競技スポーツの強化と振興 

≪施策の方向性≫ 

少年期からの競技スポーツの推進を図るとともに、競技スポーツ大会の誘致活動を支援

します。 

≪主な取組≫ 

②-1 スポーツ団体への活動支援やスポーツ大会の実施により、競技スポーツの推進を

図ります。 

②-2 トップアスリートを招いた教室等を開催し、選手や指導者の育成を推進します。 

②-3 競技スポーツの推進を図るため、競技スポーツ選手・団体への国際・全国規模の

大会出場に対する支援を行います。 

②-4 カヌー競技をはじめとした競技スポーツ大会の誘致を積極的に行うとともに、音

水湖の知名度向上に向けた取組や、大会に対する市民の関心を高めるための取組

を行います。 

 

■まちづくり指標 

指標名 単位 
現状値 

（R1） 

目標値 

（R8） 

公共スポーツ施設利用者数 人/年 152,840 現状値を維持 

スポーツや競技で全国大会等に出場す

る個人または団体数 
件/年 47 現状値を維持 

 

■関連する個別計画 

 ・宍粟市社会教育振興計画 

 


